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糸賀一雄は、1914（大正 3）年 3月 29日に鳥取市に生まれ、1968（昭和 43）年 9月 17日に
滋賀県児童福祉施設等新任職員研修会の講義中に倒れ、翌 18日に逝去した。享年 54歳であっ
た。糸賀の生涯について伝記としてまとめられた書籍は、下記の 4冊がある。京極は、2001





















































その特徴を検討する。まず、戦後の近江学園開設から 1960（昭和 35）年までを 1期とする。
1960（昭和 35）年 3月に知的障害者福祉法が制定され知的障害者の福祉施策が整備され始め
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た。第 2期は、1961（昭和 36）年から 1964（昭和 39）年である。糸賀は、1960（昭和 35）
年 11月から 1961（昭和 36）年 2月まで、ローマで行われる第 10回国際社会事業会議出席も
兼ねたヨーロッパ視察を行っている。その中で知的障害者への対応について、日本より進んだ制
度の整備状況と障害当事者の内面的な充実への視点を確認している。第 3期は、1965（昭和
















































として示されているのは、前出資料の 1949（昭和 24）年であるが、1946（昭和 21）年作成、
公表の近江学園の設立趣意書には、児童に合わせた生産設備を整備し、収益をあげ、経営するこ






































る」（刊行会編：1982 b : 130）（8）との表現がある。生産活動、保護に加え、人格形成が示されて
（１９６）
いる。コロニーは「人格形成」をめざす場であり、そのために教育、指導が重視されている。ま
た、「独自な社会が形成される」（刊行会編：1982 b : 130）との表現や「社会復帰ができなくて
も、そのなかで生き甲斐を見出しうるようなコロニーの建設が考えられなければならない」（刊













4．第 2期：1961（昭和 36）年～1964（昭和 39）年
ヨーロッパ視察からの示唆
糸賀は、1960（昭和 35）年 11月から 1961（昭和 36）年 2月の約 3か月間、ローマで開催
される国際社会事業会議出席を兼ねて、その前後にヨーロッパ各地の知的障害児・者に関する福
祉施設等の視察旅行を行っている。出発に先立ち、西ドイツの訪問先に宛てて「ヨーロッパに出






























る（刊行会編：1982 b : 133-134）（15）。
学校も、施設も、コロニーも、現実の社会から遊離された閉鎖的なものであるべきではな
い。社会のなかにあって、社会のいとなみとして、社会と深いつながりのある、社会そのも






































っている。国立コロニーは、1968（昭和 43）年に建設工事が着手され、1971（昭和 46）年 4






















































































⑵ 糸賀一雄（1949）「所管事項の説明と要望（昭和 23年度）」1949（昭和 24）年執筆。
⑶ 糸賀一雄（1946）「設立の趣旨」1946（昭和 21）年 9月 28日執筆。
⑷ 糸賀一雄（1950）「精神薄弱児施設・ファナールド学園について」『児童』5、所収。
⑸ 糸賀一雄（1951）「沈殿者の問題－コロニーへの必然性」「近江学園年報」第 2号、11月 1日。
⑹ 前出 5に同じ。
⑺ 前出 1に同じ。
⑻ 糸賀一雄（1960）「社会的適応の様相」『職業教育』第 11巻第 5号。『著作集』の注には、1960（昭
和 35）年に書かれた論文に加除訂正を試みたものとあり。
⑼ 糸賀一雄（1960）「これからの精神薄弱者対策」『厚生』第 15巻第 11号。
⑽ 糸賀一雄（1965）「ヨーロッパへ出かけるにあたっての質問書」。
⑾ 糸賀一雄（1964）「対外活動－国外にたいして 1 国際社会事業会議への出席」『近江学園年報』第
10号、3月 31日。
⑿ 糸賀一雄（1964）「対外活動－国外にたいして 4 近江学園の一年間の生活をフィルムに撮って西ド
イツにおくったこと」『近江学園年報』第 10号、3月 31日。
⒀ 糸賀一雄（1964）「大木会の活動」『近江学園年報』第 10号、3月 31日。p.170
⒁ 糸賀一雄（1964）「対外活動－国外にたいして 2 ヨーロッパ諸国の訪問」『近江学園年報』第 10
号、3月 31日。
（２０２）
⒂ 糸賀一雄（1963?）「コロニー」（未発表原稿、執筆年月日不明。記述内容より 1963（昭和 38）年以
降）。
⒃ 糸賀一雄（1964）「精神薄弱対策の問題点」『精神薄弱児研究』第 74号、所収。




⒇ 糸賀一雄（1965）兵庫県社会福祉協議会「第 5回社会福祉夏季大学講義録」10月 15日。
21 糸賀一雄（1967）「この子らを世の光に－「月刊福祉」編集部のインタビューに答えて－」『月刊福祉』
第 50巻第 1号、1月 1日。
22 糸賀一雄（1968）「対策の発展経過」、糸賀一雄『福祉の思想』日本放送出版協会、所収。
23 前出22に同じ。
24 糸賀一雄（1968）「精神薄弱児（者）施設の問題点」『社会福祉広報』第 75号。社会福祉事業振興会
の広報誌である。
25 前出24に同じ。
26 前出22に同じ。
27 前出22に同じ。
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